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厚木市ってこんなまち

順位
借りて住みたい街 買って住みたい街

前回 駅名 平均家賃 前回 駅名

１位 １位 本厚木 64,935円 １位 勝どき

２位 ６位 葛西 96,558円 ３位 平塚

３位 3位 八王子 70,876円 8位 大宮

４位 2位 大宮 84,161円 9位 八王子

５位 5位 三鷹 115,094円 7位 八街

６位 4位 柏 72,254円 6位 本厚木

（１）「2024年LIFULL HOME'S 住みたい街ランキング」（上位６位）

01



（２）交通の利便性

本厚木駅から新宿、横浜まで
４０～５０分

５つのＩＣ
東名厚木ＩＣ（東名）

厚木西ＩＣ（小田原厚木道路）

圏央厚木ＩＣ（圏央道）
厚木ＰＡスマートＩＣ（圏央道）

厚木南ＩＣ（新東名）



（３）活力あるまち

共働き子育てしやすい街ランキング2023

厚木市が3年連続県内1位（全国11位）

昼夜間人口比率 115.6％ (2015年調査)



市民協働提案事業02

【団体】
・資金が足りない

・無作為抽出が難
しい

・会場の確保が難
しい

・
・
・

【市】

・マンパワーが足り
ない

・知見がない
・柔軟に動けない

・
・
・

市民協働提案事業とは・・・

・市内で実施される公益的な事業であり、身近な地域課題について、市民活動団体と市長等が協働で実施すること
により、その解決を目指す事業であること。
・役割分担が明確かつ妥当であり、市民活動団体と市長等が協働で実施することにより相乗効果が期待できる事
業であること。



３ 市の役割分担03

・住民基本台帳から無作為抽出
・送付用封筒の作成、封かん（案内文書は団体が作成）
・郵便局への持ち込み（郵送料の支払いは団体）
・会場確保、託児の手配
・市長あいさつの調整
・会議への立会い
・負担金の支払事務



３ 市民協働のメリット・デメリット04

【メリット】
・運営に関して負担がない
・純粋に市民が実施したと言える
・やらされ感がない

【デメリット】
・市の考えは反映できない
・団体、人ありき



３ 今後の活用05

気候市民会議では、市民が実施するべきアクションプラ
ンを作成しました。

その中から、市民が実践しやすいものを抽出し、リーフ
レットなどにして市民に周知していきます。

また、市が実施すること、企業が実施することへの市の
アプローチについて、今後精査します。



ご清聴ありがとうございました
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